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窺・ 幽 年期 に 函 け る音 、楽 蔽 育

　　音楽的活動 の 統倉艫 灘系統 層膿
一

墨
　

「象レ劾繍 」 （身L児から小学較 le2年まで）di
者彙教育姓 ぞ痢ぞ魂〃〕音衆活動1こ，望ら東る

「

統含性

」 や
「

鰍 ・陛」 rこつ い待 究才る 。

2．　 究日鰐 　 の

ゆ 新幼稚 園赦畜螺頼 θ乂下
「

継 育藪 という）の

ぐew （主 として 「fag見」 ） ど9 従来の 頌域 r音楽 りヌご

ム 」 との関係 ， 更に ， 改訂ざれた小較 孝牌 驪 貢ぐ↓ズ

下 『新指導顯 』 という）の 嗾 科」 との關蓮箪 。

その新 らしい強謁面につい
‘
ての検診寺が

L
巫
・
卑て

tt
ある“

c2）親定的な問顳ど亡て， ホ嫐 は6 と より
， 劫耀薗

， 裸畜灘 σ動 ぐ以下
『4が 保」

厂
小 」 と呼ぶことが

’

ある）の音衆学習ぱ， 歳材， 顋耕 で歌喟藍 ． 譽楽曲等

丿を中杷に行力鮠 こ とが多い。又 ， 音楽会， 発表会

。 鋤 会等〃）イペ ン ト彡勠卩左匐的とむて， 技能面を強

調した指痺艟葡 朮マ いる，こ勦 ち 幼年期の子俣た

右の豊かな音剰 k2養ううえ lt。ど切ような効果．影

箏を当えてい くケ薯に つ いての検討も必霎である。

嫐 　「

階名で糢 ・9Lたリ暗喟したりする ひ
（ノ臼 ． 小

ユ）‘・礁 、は畢宿，JX下ra　VI　）， 「楽曲の気分緒 楽

を轍 プでナてい る蘿≒素を馨じとっ

ρ
て，工夫こ亡

“
て鯉 で

し

きるよ聾 すう噺志蒔黌動 ζ・．喝 かな離 縮
てJ

『

感じたこt丿考之たことを老gEしようとする鰍

を凝い ， 劇造穫を豊か1こする觀百1かち」 の6員域 厂
袤魂

」 （新救育奪頒 〉 との関漣等，

r4
炉 ！1リ の蝌 生に庇

じた貅 的な寿察劇蛍要て物 る．

罐
・

勠 酪 底麗 癡 敵 る、 1こは誤 体醜
「
歌う」

「 b く」

7
動く、

「

聞く，i
「

話甘
」

「

見勧
「
比 N

”
る，」

「

覚える」 弊の活動が総合的にぞ帥 衆，更

に．そ荊 ま，リス
唱
ム，粕 ， 音程 ．音蔭 ， 速厦 ， 強弱．

フレーズ
，
発声。

儲 導の馨素的枝能が作動 Lて来る

。鞭嫁 「憲現 ⊥ の覦点ど
， こ霰ちの蓼紊的 ， 系統酌な

pt動がどm ように関麟 るかジ 具勵 な考察 ら・瞹 に

な 。 て来る．

9ヨ） 又 、

「新教講 硬」 で［書，

ヒ

趨 繊 に示すぬらい

eMh稚圏1謝 1悌 生浩あ杢捧善勣
・
幼児が擬 赫 鹸

巒繕 驫 中て粡副 躙 連 をtkながら冫た第1二達成

に向姑 のであるこ為
r 晩書は真捧6鱸藷轍 遡 し

て総合的に指導さatk｛卯である A 等 ， 体．験の「樹

（6）

搾 上 徳 雄
ζ允州安子短 婁鐸太学，

重麹， や総合的な冫指導髫彊調している。

轍 本論1ζでは，上記 （3 ）の 「
総合的な挿導」 と関

連 Lながらe 乳づ力年期の予俣たちの將陛である未今

Xbて瘰初的な状態を
「
続 ・舒腱． 硫合的」 と規定 し、 更

に e その内容（活動）ρ連続によゲ τ形威ざ衆る知識

。 钁解， 装能 ， 態廣 等の変容や脅雇 の方向を
、

「
系統

！陛．系会た彦ウ」 と呼るぐこと｛こ して レi る”

　　 浙
索 言 画 と　湾

ω 剰 助 ≦鵬 園縮 麟 勲 「艨 酌活魏 に フ い て

の扱いの比鞍， 新旧朔 ・学絞学習措導蜉粳 「
音燦科 、

の rs 標 と丙底」 に ついマ の比較 ， 更に新教育要4員の

ぐ樋繊 『表吼 ）と， 新指導婁碩 の 「

音楽科」 との関

連的な鹸 討。　「勧 ゆ ノi・J そ巍ぞ魂脅改訂に（￥う宴践的

な変答や 閣趣点等 に つ い て． 具体酌に検討する。

C2＞　王見な
厂 彡力・保 ll て

‘
。日常的 に使用き敵て い ろ融1齠

や器衆縮 ．りf〈ム遊 茜 指遊 叭 劇遊 凪 テレビや

レコ ード琴の視聴状泥 。 音楽会9 鳶豪含等の行亊にか

参渉 る指導葬の 調状や問題点をざぐる。

緲 狩に，　「一歌唱曲」 あ級い に つ い て
， その選状 。 指

≧華計画 へ のイ立置プ 1ナ，　才旨導・の　r
導入 」　や

「

7n， イヒ」　の玉婁

系呈辱，現実的 に把 纏する。

蜜鑼 驫 1霧雛 彗離 苗誇
誉 r表魂イ獄 、 との関係や灘 点於 ぐる。こmt弍，

暑監 動挫 鎌 現筝紛 野 1；つ い マも同梅翻 る。

Φ 音楽の
r銃沓的な指亀 t。こ Whを形歳する各分

釁  各専・紫の習得の個ん差仁つ いマ杷握せ
’
る 。 そAぞ

洫のチ侠たぢに育っ ものは何か ・ グ比
一
プや学銀集団

辱へ の広が
．
リなめ　

「

評イ翻 覦 点」 菱明蹂〔コ ながら

実践的に 究明 ［てい く 。

一
鱒） 音

c

的な活動の 「

続合柱 」 を生かす実跌と問題蕊

鷲　 「 季飾 ， 自然 e 身近な動植物などJ からv 劫児

自からノ 壱想し，蘇 した「一歌 曲丿 を，その対象 ぐ環

ナ竟r） と一体に幕…現する。

1例 ）　
「

はる 」　
「

ちょ うちょ 」　
「
つ ｛働 」

「
あざ

hi
’
th・J 「

あめ 』　「
きく 朔 註な 」 なと

tt

（
v
））　鰤 や夭綾 ，親L〈・w触言る

「

臭近 な動槌 物
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など｛二関遽 して 鰹 に歌唱 τきる 4 のは 謠々児の個

人的な驀穏牲 かしながら。 クル ー
アや学級馨砿

がるるの が多い 。

セ自　これらの
「

哥々曲11 よ
，
格 fftlな　

「

螺）＼的扱い 」 を
t なくて も9 い冴っゆ為 　

「
環境 」 と 「齢 」 しな汐i

−’
ら

その観 をヨ楽しεむことになる。

’f，園 内タ団行争億 納 ．齢 的， 鬮醯 辛勸
に参力げ亡なが

」
ら

， 倉然’こ音楽 的な耗参動 と蒸吉びっく ，

（椡 ）一 「
か彦まつ リ」

「

こ い のほ
”
tk

「

たなぱ

　た、
「

＄
・
月見 」

τ

節今、 協 店ごっ乙」 など一

｛ア｝ 地土或や （4h ・保 ）の・ft肇（：よる　
「

者楽的活南ケ」

tま，姦カン巳に とっ Y も楽見しみL 易い 。

Of） しかし， 運動4 ， 生活発俵会 ， 歯齲 会等，伝

統的、定例 的に閣催ざ欧て い ら行
・
夢には．その目的

， 親棧 ， 方法算につ い
「
て幼 児の立場 からの配慮が弊

要な場倉が 多い o 　
「

轍 貧睾！領 A
鬯
ご
’
｛ま

「

生ニラ壱と遊離

した特定の雌 を身に っ げきせ る偏 っ た才縛 丿 へ の

讐告
。 行辛は ，

厂激葺的倒 謎 ナ今 醐 し ，

一 一功

児の 憂湘Lになちないよ5 ．L と醤摘して いる。

伽 以上 のス イe の才謎 の たtO・t；tt
， Φ季縛 ・ 行

孝に窟じた散膚葷境イ乍eJウ飼触 堵 ， 写真， 絵本．

掃 餐 、素麟箏の 準備）  季節・看 亊辱1二ちなんだ
r・歌曲」 など 2B 母凹 として痲オ．（

」

髀 的な環 境 ）

  雑 や レコ ード
， カセッ トテープ など効児の身近

に置 い て 舳 に操1轡 せ る
．   才】レガ冫， キ

ー
求

1ド

ド，タ ン プ ワン など6塊 に親 隠 れ る楽器も 出癢

署だげ使園き “ttる。これら切環境 へ の劫児の 反廃 を

毘なが う，タイム ウ
ー

仁賞替や 助 ＄きtrっ た yするe

転 簡単なス ト リーや黐 ・（物のあろ裂画 ， 4k承
重話等仁関係する歌 曲を中心に， 劃化 Lたリ，人形

塵L 織 し［t
’
し  ペ

ープサ
ー

ト穿で め表現を行 う。

c7） 脚 一 「 う惚 鵬 嘯 島欄 吹

ぎなかぶ 」 （ロ シヤ民話 ）などの話を閲 い たリ，絵

庵 ：，テレ ビ署か ら。ス トーリーやせりふ を考えた9
して

， 友だちヒ r劇 あそび 、 をする 。

翰 　既成の敷 曲を
广

殯劇餉辿 に姦現 する。

　 （al）一 「どんく
い

｛；こうころ s
「

いぬ の おまわ

　 りさん』 噛 略 ちヤ の
・
稿我 千ヤ 晶　なと

1’

　動作イこしたり．
娃 りふをNPt たり．替え激を作，

たt）　 Lて
， 胤 鼠 物にな丿tn． マ歌 う、 簡単な焔

　 の　　ウ　　　　 P　　り　　e

，取裳 ， 小題具。滯景など3作 つ ズ ， ス ff一
ジで殯

じる ことも出来る。　（藩　Eft（±適宜．交替才る）

盈 。 「

數 唱a
厂器楽亠

「動緬 りズム ll弊の妾楽酌

命野を，

冖

統錦  　（総鏑 勺）に指導する 。

　◎ 助児の身辿な生治や釁境 ， メル ヘ ンなど空想的

な世累を主題 とした 瞰 唱幽 」 を中、“
’
L：

。 統含的 （総

合的 ）に表班 きせ る 。

　‘例・・1）こいのぼ
’
tJ　 〔えほん噌駿 ）

　  厂 こい のぼ ‘｝」 を園で
’
鬼たり，と’ヂた［1する ，

　  r
；い のぼり」 にちなんだ話 と闇く 。

 
「
こ い の ぱ り、 の魏 1冷 艇 て

・
凱 、創 すゐ、

　　（3粕子 」コ」丿のリズムを惑得・ずる）

  琶紙などで
『

こ いの ば弥 や 竹
L

ボと」 など作 っ

　　て迹二ぶ
「
。oズ　」，　M ような活動を、 関連的に行う。

　（例 ＿ユ）や ぎさんゆうびん （it；y＃右作詩・鶴伊玖鱈作曲）

　　※　手砥 を読 まずt：食べて しまっ た 「
しろやぎ1

　 r ぐちやぎ」 の ユーモラスな
「

彳煮氏間答、 を激 やセ

　捻 なと
’
入 衆てs 廖廚に 表魂する。

鱗 音楽的浩動の 唆様性 」 と
『

系統桟4 と闘題点

　これまで 。 前頃の‘髄 アで赫 や自然 ， 身幾な勤植

物算との関連，t，で團内外の行串や生浩の流れ力場 ，

ウの簡単なス トーリー柱 畜もっ 毅曲め扱い 。 濫て凌唱

， 驟 ， 動き等o音楽豹分野猟 鯰 釣 （総合
tg9

）指導
の糠略 を漣べて来た 。 こ寵ち切表魂浩動に1畫， ゆ意澡

的な譱票秦の理 静や校能蜂の奄蓬や系薙 ，   鰄 や 民

間の意楽激室奪，公鈎な救育撤 関鼠外て行わ車ろ音乗

茨窟 との閣係，  テレビ，レコ
ード等の纏 的環鐘 ，

  ’卜・髪校 1攤 勅
・
ら軸 きれろ 「

“ズム聴取 ユ や ヒ

リ

ズ ム 囓 （湊 ）」
r ”蹄 唱意 の 聞淫辱，樽k な問鍾 を

垉 え て い る．

　　　、餐　 ヒ壹 題

　 ）ズ上 ，
矛い 助年麹の禾分化 な塒・勵 L ら来る

「

蓍楽

釣地動4 の《胎 的ぐ縄合的）な繕導の鍵 ト制 ニク し・て

連べて 来た．その ためにぱ，  音楽 の各今野 2・始 め。

言識 1矧 ，
描 画や造形 ， 旬撚 や杉会算， 蠣境 との関

連，   一ん v とりの 孑侠 紡 の 娠 ・溌達退彳艶宕観

總 ：杷握するt： め例
「

系魏化 」

P

嬲 ‘匕」 が ・雌 な こ

ど を逑 べて 来た．  こ東が 。：豊かな側 生、 感性， 剃造

椎を嬉 い 塾

r
戯 疇，意叡．態虔 4 なピの育成を鯱 す

る 「
鰍 育尋硬 二 の趣旨と． どのようi；かか恥るカ

、

，

その間題点は何がなど， 冷後 ， 具躰約， 実蹟釣な検計

が掌要 臆 ． マ 象る 。   塒に，激唱や身体表魂などを

鯛 的 な 「
しっ ぬ の 郭 勉 し側 ， Oズムや魚幽薄

音など の竣弑臨 釧練的 な岱導等 へ の祷翫 べ
， 当然 ・

，Pt＃ 1こ な，
て 来る 。 （舞 は， 放算勲 ， 指韓 改訂

の勘 lll：立つ 理雇 ，
・・蓍藻的活軌 の孑伏め立場か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゐ　　ゆ　　の　　リ　　　　　 　　　ロ
らの髄 し， 才鑰 幗 へ の位置グ叶．綴し・目翻 ， 気

配 りの きい t： 广

瘰 し〉 旛 軌 4｝展開やそ41評畑 1毛 新

たな突蹊的な課題が山積して いるよラに 憩う。
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